
(1)　 OA =U ++23 23 2
0 1-6 =U54 =ア3U イ6

　　 OB =U ++2
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0 1-2 2U3 2
0 1-4 =U +-++16 8U3 16 8U3 16

　　　　 =U48 =ウ4U エ3

　　OA･OB=302 1+2U3 +302 1-2U3 +0 1-6 0 1-4

　　　　　　=6+6U3 +6-6U3 +24 =オカ36

(2)　OA･OC=OA･0sOA 1+tOB =s
2

OA +tOA･OB =54s+36t

　OA5OC より OA･OC=0 であるから　　54s+36t=0

　すなわち　　3s+2t=0　…… ②

　　OB･OC=OB･0sOA 1+tOB =sOA･OB+t
2

OB =36s+48t

　OB･OC=24 より　36s+48t=24

　すなわち　　3s+4t=2　…… ③

　②，③ より　　s=
キク-2

ケ3
，t=コ1

　よって，OC=-
2

3
OA+OB =02U3 ， 1-2U3 ，0  であるから

　　　 OC =U +2
0 12U3 2

0 1-2U3 =U +12 12 =U24 =サ2U シ6

(3)　CB=OB-OC =OB-8-
2

3
OA 9+OB =

2

3
OA=0 1

ス2，セ2，ソタ-4

O

A

B

C　CB=
2

3
OA より CBSOA， CB ' OA  であるから，

　四角形 OABC は

　　　平行四辺形ではないが，台形である。0 1
チ

　OA5OC であるから，四角形 OABC の面積は

　　　
1

2 0 OA 1+ CB  ･ OC =
1

2 03U6 1+2U6 ･2U6

　　　　　　　　　　　　　  =
1

2
･5U6 ･2U6 =ツテ30

(4)　点 D の座標を 0 1x，y，1  (x，y は実数) とおく。

　　　OA･OD=3x+3y-6 

　OA5OD より OA･OD=0 であるから　　3x+3y-6=0

　よって　　x+y=2　…… ④

　　　OC･OD=2U3 x-2U3 y

　OC･OD=2U6  より　　2U3 x-2U3 y=2U6

　よって　　x-y=U2 　…… ⑤

　④，⑤ より　　x=1+ U2

2
，y=1- U2
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　よって，点 D の座標は　　8
ト1+ U ナ2

ニ2
，ヌ1 9- U ネ2

ノ2
，1

　したがって　　 OD =] ++
2

8 9+1 U2
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8 9-1 U2
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21

　　　　　　　　　　 =] +-++
3
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U2
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U2 1 =U4 =2

　ゆえに　　cos4COD =
･OC OD

OC OD
=

2U6

･2U6 2
=

1

2

　0,(4COD(180, より　　4COD=ハヒ60,
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b

60,
O

B
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　平面 a，b と，それらの上の点 O，A，B，C，D は右の

　ような位置関係となる。よって，三角形 ABC を底面と

　する四面体 DABC の高さは

　　　 OD sin =4COD ･2 U3

2
=U フ3

　ここで，三角形 OAC の面積は　　
1

2
･3U6 ･2U6 =18

　四角形 OABC の面積が 30 であることから，

　三角形 ABC の面積は　　30-18=12

　以上より，四面体 DABC の体積は　　
1

3
･12･U3 =

ヘ
4U ホ3


